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（
こ
 
 
 

源
実
朝
の
家
集
『
金
塊
和
歌
集
』
 
（
以
下
、
『
金
塊
集
』
と
呼
ぷ
）
 
の
現
存
 
 

詩
伝
本
は
、
所
載
歌
、
部
類
、
所
載
歌
の
部
類
配
置
、
詞
書
と
歌
の
本
文
の
差
 
 

異
な
ど
に
よ
っ
て
、
大
別
、
以
下
の
三
系
統
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
 
 
 

定
家
本
系
統
1
藤
原
定
家
が
一
部
分
書
写
し
、
「
建
暦
三
牢
十
二
月
十
八
 
 

日
」
 
と
い
う
奥
書
を
記
し
て
い
る
伝
本
の
本
文
の
系
統
。
歌
数
六
六
 
 

三
百
。
四
季
・
貿
・
恋
・
旅
・
碓
の
八
部
顆
。
 
 
 

類
従
本
系
統
I
 
『
辞
書
類
従
』
巻
二
三
二
所
収
。
概
ね
定
家
本
系
統
本
文
 
 

で
あ
る
が
、
そ
の
内
の
u
 
O
首
の
歌
が
欠
け
、
末
尾
に
 
「
∪
本
及
印
 
 

本
所
載
歌
」
 
六
六
首
を
付
載
す
る
本
文
の
系
統
。
 
 
 

貞
享
本
系
統
I
 
「
柳
営
亜
椀
」
の
偏
に
な
り
、
貞
享
四
年
（
二
ハ
八
七
）
 
 

に
版
行
さ
れ
た
坂
本
の
本
文
の
系
統
。
軒
数
七
一
九
首
 
（
そ
の
内
、
 
 

他
人
詠
三
苫
）
。
四
季
・
恋
・
推
の
」
ハ
部
類
。
 
 

こ
の
三
系
統
分
類
は
、
類
従
本
系
統
を
特
立
さ
せ
す
定
家
本
系
統
に
含
め
る
と
 
 

す
る
見
方
が
あ
る
三
他
は
、
先
覚
の
等
し
く
承
認
き
れ
る
と
こ
ろ
で
、
摘
者
も
、
 
 

本
文
調
査
に
よ
っ
て
、
確
認
し
て
い
る
。
各
系
統
の
名
称
に
関
し
て
諸
先
覚
に
 
 

異
説
が
あ
る
が
、
本
稿
で
は
、
早
く
か
ら
の
呼
称
に
従
っ
て
お
く
。
 
 
 

こ
の
三
系
統
の
本
文
の
関
係
に
つ
い
て
は
諸
説
が
あ
る
が
、
定
家
水
系
統
を
 
 

祖
本
と
し
て
類
従
本
系
統
本
文
部
成
り
、
ま
た
、
定
家
本
系
統
本
文
を
編
み
改
 
 

め
て
貞
享
本
系
統
本
文
が
成
っ
た
、
と
見
る
考
え
方
が
大
方
で
あ
る
。
類
従
本
 
 

系
統
と
貞
草
本
系
統
の
関
係
は
、
類
従
木
版
本
に
付
載
さ
れ
た
「
一
本
及
印
本
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所
載
歌
」
 
が
貞
享
版
本
に
拠
る
こ
と
か
ら
、
類
従
本
系
統
版
本
の
本
文
は
貞
草
 
 

本
系
統
の
後
に
成
っ
た
と
見
て
よ
い
。
「
一
本
及
印
本
所
載
歌
」
が
付
載
さ
れ
 
 

る
以
前
の
類
従
本
系
統
本
文
と
貞
草
本
系
統
本
文
の
関
係
は
明
ら
か
で
な
い
。
 
 
 

以
上
が
、
『
金
塊
集
』
諸
本
の
系
統
分
類
の
大
概
で
あ
る
。
 
 
 

こ
の
三
系
統
に
は
そ
れ
ぞ
れ
複
数
の
本
が
伝
わ
っ
て
虫
り
、
そ
の
伝
本
の
闇
 
 

で
本
文
に
か
な
り
差
異
が
あ
る
。
そ
の
事
実
は
従
前
も
認
識
さ
れ
て
い
た
が
、
 
 

具
体
的
に
検
討
さ
れ
た
こ
と
は
多
く
な
い
。
中
で
、
最
近
、
『
新
編
国
歌
大
観
 
 

私
家
集
編
n
』
空
 
に
貞
草
本
系
統
『
金
塊
集
』
を
高
松
宮
蔵
本
を
底
本
と
し
て
 
 

校
訂
さ
れ
た
川
平
ひ
と
し
氏
が
、
そ
の
 
「
解
題
」
 
に
お
い
て
、
 
 

板
木
の
他
に
幾
つ
か
の
写
本
が
現
存
し
て
い
る
。
い
ず
れ
も
江
戸
期
の
写
 
 

本
だ
が
、
中
に
は
板
木
刊
行
以
前
に
流
伝
し
た
徴
証
を
も
つ
本
も
あ
る
。
 
 

…
…
板
木
の
み
で
な
く
写
本
群
を
も
勘
案
し
て
肖
へ
貞
草
本
系
統
。
犬
井
 
 

注
）
 
の
本
文
を
吟
味
し
直
す
余
地
は
な
お
あ
ろ
う
。
…
…
底
本
の
誤
写
・
 
 

欠
脱
と
覚
し
い
箇
所
に
、
他
の
写
本
を
 
（
板
木
に
優
先
さ
せ
て
）
 
参
酌
し
 
 

な
が
ら
最
小
限
の
校
訂
を
施
し
た
。
 
 

と
言
わ
れ
た
の
は
、
貞
享
版
本
を
斥
け
た
点
と
合
わ
せ
て
、
注
目
さ
れ
る
。
 
 
 

本
稿
に
お
い
て
は
、
貞
享
本
系
親
木
丈
を
持
つ
以
下
の
管
見
の
諸
本
に
つ
い
 
 

て
、
特
に
歌
の
載
不
載
お
よ
び
歌
順
の
相
違
を
検
討
し
、
そ
の
流
伝
の
構
を
追
 
 

及
し
て
み
る
。
な
お
、
全
て
の
伝
本
の
調
査
が
完
了
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
中
 
 

間
報
告
で
あ
る
こ
と
を
お
断
り
し
て
ぉ
く
。
（
上
段
は
本
稿
に
お
け
る
略
号
）
 
 
 

歌
数
 
七
一
九
 
 
 

貞
 
架
蔵
 
貞
享
四
年
北
村
四
廊
兵
衛
版
行
本
 
 

達
 
宮
城
県
図
書
館
蔵
伊
達
文
庫
二
伊
九
一
丁
二
四
八
二
三
 
版
本
写
本
 
 
七
一
九
 
 

上
 
上
田
市
立
図
書
館
蔵
藤
護
文
庫
本
 
 

筑
 
筑
波
大
学
附
属
図
書
館
蔵
本
 
 

初
 
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
初
雁
文
庫
本
 
 

真
淵
評
語
本
 
 
七
一
九
 
 

真
淵
評
語
本
 
 
七
二
〇
 
 

真
淵
評
語
本
 
 
七
〇
五
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一 を な 

六  O O 先 お 
の 、 

調 伝 定 
査 家 
伝 本 
本 系 
提 統 

袖 （ お 
よ 

）   び 
く に 類 

下 従 
む 方 本 

に 系 
示 統 
し の 

冬 た 本 
よ 文 
う に 

よ に つ 
ふ 、 い 

け 貞 て 

草 は 
本 、   

う 系 他 
統 四 
各 本 

る  伝 訴 
姫  本  査   

蘭 書 青 高 神 伊 森 玉  

鹿
児
島
大
学
附
属
図
書
館
蔵
玉
里
文
庫
本
 
 

大
阪
市
立
大
学
附
属
図
苔
館
蔵
姦
吏
庫
本
 
 

宮
城
県
図
書
館
蔵
伊
達
女
庫
 
（
伊
九
＝
．
二
匹
八
 
 

神
官
女
庫
蔵
本
 
 

高
松
宮
蔵
本
 
 

篠
山
鳳
鴫
高
校
蔵
青
山
文
庫
本
 
 

宮
内
庁
書
陵
部
献
 
言
0
丁
七
「
一
〇
）
 
木
 
 

内
閣
文
庫
蔵
t
云
」
 
呈
ご
本
 
 

真
淵
評
語
本
 
 

真
淵
評
語
本
 
 
 

〓
三
木
 
 

七
二
〇
 
 

七
二
〇
 
 

七
一
七
 
 

七
一
二
 
 

七
一
」
ハ
 
 

七
一
七
 
 

七
一
六
 
 

七
ノ
 
七
 
 

二
「
三
七
 
冬
ふ
か
み
氷
に
と
づ
る
山
川
の
く
む
人
な
し
と
と
し
や
く
れ
な
む
 
 

三
≡
几
 
我
門
の
い
た
井
の
し
水
冬
ふ
か
き
か
げ
こ
そ
見
え
ね
氷
す
ら
し
も
 
 

の
内
の
、
傍
線
を
施
し
た
三
三
一
番
と
三
三
七
番
ヒ
で
あ
る
。
こ
の
二
首
の
歌
 
 

の
載
・
不
載
に
拠
っ
て
、
貞
草
本
系
統
『
金
塊
集
』
 
の
伝
本
は
、
大
別
二
つ
の
 
 

グ
ル
ー
プ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
一
つ
は
貞
享
四
年
版
本
と
そ
 
 

の
転
写
本
（
達
）
 
お
よ
び
賀
茂
真
淵
が
評
語
・
校
勘
を
加
え
た
真
淵
評
語
本
、
 
 

い
ま
一
つ
は
伊
・
神
・
高
・
膏
・
書
・
閣
の
写
本
諸
本
で
あ
る
。
 
 
 

問
題
の
二
首
は
、
定
家
本
系
統
で
は
そ
れ
ぞ
れ
三
〇
二
番
二
二
四
二
番
ヒ
し
 
 

て
載
る
。
《
定
家
本
系
統
所
載
歌
は
全
て
貞
享
本
系
統
に
載
る
》
と
い
う
事
実
 
 

を
状
況
証
拠
と
す
る
と
、
こ
の
二
首
の
載
る
貞
・
違
お
よ
び
真
淵
評
語
本
の
グ
 
 

ル
ー
プ
が
貞
草
本
系
統
の
本
来
の
本
文
で
、
伊
・
神
・
高
・
青
・
書
・
閣
の
写
 
 

本
で
は
こ
の
二
百
が
脱
落
し
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
貞
草
本
系
統
の
 
 

原
初
の
本
文
に
は
こ
の
二
百
は
伊
・
神
■
高
・
青
・
書
・
閣
諸
本
同
様
に
載
ら
 
 

ず
、
後
に
補
わ
れ
て
貞
・
違
お
よ
び
異
淵
評
語
本
の
グ
ル
ー
プ
の
ご
と
き
本
文
 
 

に
な
っ
た
の
な
ら
、
貞
享
本
系
統
本
文
を
編
纂
す
る
た
め
に
定
家
本
系
統
本
文
 
 

を
編
み
改
め
た
際
に
こ
の
二
百
の
み
が
除
か
れ
た
わ
け
で
、
そ
の
理
由
を
明
確
 
 

に
す
る
必
要
が
あ
る
。
現
在
の
と
こ
ろ
、
稿
者
は
そ
れ
を
証
明
で
き
な
い
。
 
 
 

但
し
、
貞
本
等
の
グ
ル
ー
プ
の
本
文
に
は
不
備
が
あ
る
。
三
三
一
番
の
歌
は
 
 

「
深
夜
霜
」
と
い
う
詞
書
に
合
わ
な
い
。
「
氷
」
の
歌
で
あ
る
。
貞
本
等
の
グ
 
 

ル
ー
プ
の
祖
本
は
こ
の
歌
の
歌
題
の
把
握
を
誤
っ
て
い
る
。
定
家
本
系
統
は
、
 
 

ふ
か
き
よ
の
し
も
 
 

二
九
九
 
む
ば
た
ま
の
い
も
が
く
ろ
か
み
う
ち
な
び
き
ふ
ゆ
ふ
か
き
よ
に
し
も
ぞ
 
 

を
き
に
け
る
 
 

冬
育
 
 

三
C
C
 
か
た
し
き
の
そ
で
こ
そ
し
も
に
む
す
ぴ
け
れ
ま
っ
よ
ふ
け
ぬ
る
う
ぢ
の
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四 四 四 
と 

一 〇  九  、 

問 
ほ 

き り 
し 

ま に 
け 
り  

歌 

り 」 

と 
さ し し 

ら て 
お 

り 
、 

貞 

本 
等 
の 

ご 

こ と 

そ き 

詞 
書 
と 

は の 
れ 岨 

川  は  鮨  
。  

〇 〇 
一 

は 
し 
ひ 

め  
の 
そ 
で 
も 

ほ 
り 
ぬ 
ふ 
ゆ 
の 
よ 
の 
あ 
め 
ふ 
り 
す 

ぬ さ 
む 
あ 
か 

月  

四 の 三 

版 四三  
本 も 
等 も 
の の 

1 
グル ふ 
ー の 

や 
そ 

ふ ）   う 
り ぢ 

貞 」ハ が 
・ は 

玉 達 を 

■ 行 

く 
上・ 水 

ま 筑 の 

・ な 

初 が 
∵ れ 
玉 て 

・ は 
森 や 
諸 き 
本 と 
と し 

写 の 

本  く  



几
U
 
 

n
′
】
 
 

井
 
 
 

犬
 
 

四 四 
八  七  四四  

さ 

わ 
田 ら 

び 
早 

きわらびのも 
え 

い 出 
責 し 

る 
ふ 春 

れ に 

秋 ら 
れ 成 

成 
ぬ 

ノ れ ば 
1 ま 
さ へ 

野 
野 連 

の 

の霞 
ま 

や す 
も 
た 

な 
び 

た 引  き 
ら な 

引 

に  

の  ）  

にけり  

二 
「 

二」 
ハ 

二 
三三  、 一 一 ○  四九  

っ 位 置 
庭 

銅 引 草 
魂 の 

露 
の 
数 

に そ 

か ふ 
。 た 村 

こ し 雨 
く に 

わ 夜 
が ぶ 

詞 袖 か 
書 に 

き 

き 
の 虫 

え の 
」  あ 琶 

ず ー へ そ 
ぬ 

「 
か 

～ 直 な 
の し 

る い ふ き  
叫 そ 
瑚 れ 

ー し 身 の 

馴  血  
）  

そ  
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」ハ 七一 七 七 

一 
〇 

五  〕  九  
う 

か 
く 
て 

桜  

一 

いにしへ 
（ 

但、 

て 七 
〇 

か 八 
棄 番 

詞 
書 

中 ）   
は 
れ 
む 

た ー か 

や し 
い ヒ 

屈 
み ふ 
だ か 
の ひ 

露 れ な 

ぞ と し  
を  や  

）  

六
八
七
 
歎
わ
び
世
を
そ
む
く
ぺ
き
か
た
し
ら
ず
よ
し
の
1
を
く
も
す
み
う
し
と
 
 

い
へ
り
 
 

（
伊
二
拠
ル
）
 
 

と
、
そ
の
位
置
が
異
な
っ
て
い
る
。
「
難
波
潟
」
 
の
歌
は
、
「
重
き
節
繁
き
」
 
 

「
哀
れ
世
の
中
」
 
と
あ
る
よ
う
に
、
世
の
無
常
を
詠
じ
た
も
の
で
、
貞
本
等
の
 
 

グ
ル
ー
プ
の
ご
と
く
、
春
の
「
牒
」
を
以
て
同
じ
主
題
を
詠
ん
だ
歌
に
続
き
、
 
 

「
無
常
を
」
 
の
詞
書
の
歌
の
前
に
配
さ
れ
て
も
、
伊
本
等
の
グ
ル
ヨ
プ
の
ご
と
 
 

く
、
「
雑
歌
」
 
と
し
て
「
世
」
 
の
 
「
葺
き
」
 
こ
と
を
詠
ん
だ
歌
の
中
に
配
さ
九
 
 

て
も
、
い
す
れ
で
あ
っ
て
も
妥
当
で
あ
る
。
因
み
に
、
定
家
本
系
統
で
は
、
 
 

姫
君
 
 

六
〇
〇
 
い
づ
く
に
て
よ
を
ば
つ
く
さ
む
す
が
は
ら
や
ふ
し
み
の
さ
と
も
あ
れ
ぬ
 
 

と
い
ふ
も
の
を
 
 

六
〇
二
 
な
げ
き
わ
び
よ
を
そ
む
く
べ
き
か
た
し
ら
ず
よ
し
の
1
点
く
も
す
み
う
 
 

」
ハ
八
」
ハ
 
な
に
は
が
た
う
き
ふ
し
し
 
 

制
 
 

き
芦
の
は
に
を
き
た
る
 
 

の
あ
は
れ
よ
の
 
 

よ 」ハ 六 

貞 望 〇 一 O 一 
享 無 
本 し 
系 と 
統 い 
『 へ 
金 り  

歌 う 
の き 

）   歌 
、 

の 群 と 
管 の の 
見 中 は 
諸 に の 
本 配 か 
は さ ず 
、 れ 

そ て と 
の い に 
所 る た 
載 。 え 
敵 伊 ず 
と 本 な 
歌 等 み 
順 の だ 
の グ の 
差 ル つ 
異 ー ゆ 
に  プ  川  ぞ  



井
 
 
 

犬
 
 
 

と
は
逆
境
で
あ
る
。
そ
れ
に
、
五
三
五
番
か
ら
五
四
六
番
ま
で
は
第
四
二
丁
の
 
 

蒔
丁
で
、
歌
を
欠
い
て
い
る
。
折
本
の
所
載
歌
は
七
〇
五
首
に
な
る
。
 
 
 

森
本
は
、
四
〇
一
番
と
四
〇
二
番
と
が
逆
順
、
ま
た
、
六
七
二
番
は
こ
の
本
 
 

で
は
六
七
三
番
と
五
九
一
番
と
に
重
出
し
て
い
る
。
そ
れ
に
、
初
本
が
落
丁
で
 
 

欠
い
て
い
る
貞
享
版
本
五
三
五
番
か
ら
五
四
六
番
ま
で
の
山
 
二
首
の
歌
が
、
推
 
 

い
う
と
、
二
九
九
番
と
三
〇
〇
番
と
が
逆
順
、
 
 

に
載
り
、
五
〇
五
番
と
五
〇
六
番
と
が
逆
順
、
 
 

順
、
五
八
一
番
が
五
八
三
番
の
後
ろ
に
載
り
、
 
 

臆
、
六
二
二
番
が
六
二
七
番
の
後
ろ
に
載
る
、
 
 

の
関
係
の
密
で
あ
る
こ
と
が
知
れ
る
。
尤
も
、
 
 
 

初
本
は
、
四
〇
一
番
と
四
〇
二
番
を
欠
く
。
 
 

と
こ
ろ
で
、
本
稿
冒
頭
に
示
し
た
詰
伝
本
の
所
載
歌
数
に
相
違
却
あ
る
こ
と
 
 

か
ら
も
判
る
よ
う
に
、
各
々
の
伝
本
で
固
有
の
歌
の
出
入
り
や
歌
順
の
前
後
や
 
 

移
動
が
あ
る
。
そ
れ
ら
に
つ
い
て
、
粗
々
を
整
理
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。
 
 
 

貞
芋
版
本
の
所
載
歌
は
七
一
九
首
で
あ
る
が
、
そ
の
北
村
四
郎
兵
衛
版
の
本
 
 

を
転
写
し
た
連
木
も
、
所
載
歌
は
七
一
九
苫
で
、
歌
順
も
変
わ
り
が
な
い
。
 
 
 

真
淵
評
語
本
は
貞
芋
版
本
を
底
本
に
し
て
い
る
が
、
そ
の
内
、
上
本
は
貞
享
 
 

版
本
と
間
で
歌
の
出
入
り
が
な
い
。
た
だ
、
貞
芋
版
本
で
い
う
と
二
七
番
と
二
 
 

八
番
お
よ
び
四
二
一
番
と
四
二
二
番
が
、
そ
れ
ぞ
れ
逆
順
に
な
っ
て
い
る
。
 
 
 

玉
木
は
、
一
〇
一
番
歌
が
行
間
書
入
れ
と
な
っ
て
お
り
、
な
お
且
つ
そ
の
歌
 
 

が
一
〇
五
番
と
し
て
重
出
し
て
い
る
。
都
合
七
二
〇
百
載
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

筑
本
は
、
貞
享
版
本
の
番
号
で
い
う
と
、
三
五
七
番
 
（
こ
の
本
で
も
三
五
七
 
 

番
）
 
が
三
五
八
蕃
と
し
て
重
出
、
五
九
五
番
が
欠
、
六
五
四
番
が
六
五
五
番
と
 
 

し
て
重
出
、
六
七
九
番
と
六
八
〇
番
と
が
逆
順
で
、
都
合
七
二
〇
首
載
る
。
 
 
 

初
本
ヒ
森
本
と
は
、
共
通
す
る
歌
順
の
相
違
が
あ
る
。
貞
享
版
本
の
番
号
で
 
 

四
六
五
番
が
四
六
几
番
の
後
ろ
 
 

五
一
四
番
と
五
一
五
番
と
が
逆
 
 

五
九
〇
番
と
五
九
一
番
と
が
逆
 
 

と
い
っ
た
具
合
で
あ
る
。
両
本
 
 

個
別
に
出
入
り
等
が
あ
る
。
 
 

ま
た
、
四
一
一
番
と
四
一
二
番
 
 

部 
の 
諸 

の 所 
に 

補 

入き 
れ 
て 

（ 
高 いる 下 

・ 。 

敦 
番 
号 
を 

示 
す 

貞 

享 
版 
本 
の 

五三五 
番 

こ  れ  と、番  
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で 差 れ 
六  貞 る 

草 こ 

本 と 
系 な 

ど 

、 、 

ー 『金 貞 

の 
グ 

ル 
ー 

の プ 
本 内 
文 本等で 諸 

、 が も 

、 本 

歌 文 
の に 

載 差 
不 異 
載 の 

お あ 

る 
よび歌 こ 

、 と 
順 が 

て の  判  

と
、
定
家
本
系
統
は
 
「
は
る
の
は
じ
め
に
ゆ
き
の
ふ
る
を
よ
め
る
」
、
類
従
本
 
 

系
統
も
同
文
で
あ
る
。
小
異
は
あ
る
が
、
伊
本
等
の
グ
ル
ー
プ
の
詞
書
が
定
家
 
 

太
‥
二
親
徒
本
の
系
統
に
近
い
の
で
あ
る
。
歌
語
の
異
同
に
つ
い
て
も
同
じ
で
あ
 
 

る
。
定
家
本
系
統
も
類
従
本
系
統
も
「
春
宵
↓
刷
」
と
す
る
。
伊
本
等
の
グ
ル
 
 

ー
プ
と
同
じ
本
文
な
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
貞
享
本
系
統
の
中
で
、
伊
本
等
の
 
 

グ
ル
ー
プ
の
本
文
は
、
貞
本
等
の
グ
ル
ー
プ
の
本
文
よ
り
も
定
家
本
系
統
の
本
 
 

文
に
近
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
こ
の
歌
の
例
の
み
で
は
な
い
。
例
示
す
る
紙
 
 

幅
は
な
い
が
、
そ
の
一
部
を
『
後
稟
集
』
人
糞
実
朝
歌
の
本
文
を
検
討
し
た
時
 
 

に
報
告
し
た
よ
う
に
亘
、
か
な
り
多
く
の
歌
に
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

各
本
固
有
の
本
文
の
差
異
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
楕
者
の
調
査
伝
本
が
多
く
な
 
 

く
、
こ
こ
で
例
示
検
討
す
る
こ
と
は
差
し
控
え
る
。
た
だ
、
伊
本
等
の
グ
ル
ー
 
 

プ
の
中
の
青
山
本
が
貞
享
版
本
の
本
文
に
接
近
し
て
い
る
と
い
う
事
実
を
、
本
 
 

稿
と
は
別
に
報
告
し
た
喜
。
御
参
照
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
 
 

（
」
ハ
）
 
 
 

煩
＃
に
亘
っ
た
本
稿
を
整
理
し
て
、
今
後
の
課
題
を
確
認
し
た
い
。
 
 
 

『
金
椀
集
』
諸
伝
本
の
中
で
、
貞
草
本
系
統
つ
ま
り
貞
享
四
年
に
版
行
さ
れ
 
 

た
『
鎌
倉
右
大
臣
家
集
』
と
同
じ
部
類
∵
部
類
配
置
・
歌
順
を
採
る
伝
本
が
か
 
 

な
り
の
数
に
上
る
。
そ
れ
ら
に
つ
い
て
、
そ
の
所
載
歌
と
歌
順
の
差
異
を
検
討
 
 

す
る
と
、
こ
の
系
統
本
文
を
有
す
る
伝
本
は
、
大
別
t
一
グ
ル
ー
プ
に
細
分
で
き
 
 

る
。
ま
た
、
各
グ
ル
ー
プ
の
諸
本
固
有
の
歌
の
出
入
り
と
歌
順
の
差
異
に
拠
っ
 
 
 

い
。
要
す
る
に
、
先
の
大
別
二
グ
ル
ー
プ
の
間
で
、
歌
の
載
不
載
虫
よ
び
歌
順
 
 

の
差
異
が
見
ら
れ
、
詞
書
と
歌
語
に
対
立
す
る
相
違
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

詞
書
と
歌
語
の
本
文
の
相
違
に
関
し
て
、
注
目
し
て
よ
い
事
柄
が
あ
る
。
 
 
 

こ
の
歌
の
詞
書
を
定
家
本
系
統
 
へ
五
番
）
 
と
類
従
本
系
統
 
（
五
番
）
 
に
見
る
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へ
・
、
】
 
 

井
 
 
 

犬
 
 

最
初
に
お
断
り
し
た
よ
う
に
、
貞
草
本
系
統
『
金
塊
集
』
 
の
伝
本
は
他
に
多
 
 

く
、
本
稿
は
、
稿
者
の
調
査
の
中
間
報
告
で
あ
る
。
今
後
、
調
査
伝
本
を
広
げ
、
 
 

更
に
精
査
を
試
み
、
こ
の
系
統
の
伝
本
と
そ
の
本
文
の
流
伝
に
関
し
て
改
め
て
 
 

報
告
す
る
所
存
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
貞
草
本
系
統
『
金
塊
集
』
諸
本
の
本
文
 
 

が
、
大
別
す
る
と
、
版
本
を
経
た
グ
ル
ー
プ
と
写
本
の
グ
ル
ー
プ
と
の
二
つ
に
 
 

分
け
ら
れ
る
こ
と
、
そ
し
て
、
写
本
の
グ
ル
ー
プ
の
本
文
の
方
が
定
家
本
系
統
 
 

の
本
文
に
近
い
こ
と
、
こ
れ
だ
け
は
明
か
に
し
て
お
き
た
か
っ
た
の
で
あ
る
。
 
 

注
1
、
樋
口
芳
麻
呂
氏
『
金
塊
和
歌
集
』
 
（
新
潮
日
本
古
典
集
成
。
昭
和
五
」
ハ
 
 

年
6
月
）
 
の
「
解
説
」
は
、
定
家
本
系
統
を
「
建
暦
三
年
本
」
、
貞
草
本
 
 

系
統
を
「
柳
営
亜
模
本
」
と
呼
ぶ
「
二
種
類
」
と
す
る
、
な
ど
。
 
 
 

2
、
『
新
編
国
歌
大
観
 
第
四
巻
 
私
家
集
編
l
I
』
 
（
昭
和
」
ハ
一
年
5
月
）
 
 

て
、
諸
本
の
親
疎
関
係
が
あ
る
程
度
判
然
と
す
る
。
そ
れ
に
、
定
家
本
系
統
本
 
 

文
と
の
親
政
関
係
も
あ
る
程
度
判
る
。
そ
れ
ら
を
整
理
し
て
み
る
と
、
概
ね
、
 
 

以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
尤
も
、
こ
れ
は
流
伝
の
関
係
を
示
し
た
も
の
で
あ
っ
 
 

て
、
直
接
の
書
東
関
係
を
示
す
も
の
で
は
な
い
。
 
 
 

ず
れ
が
本
来
か
は
判
ら
な
い
。
系
統
全
歌
の
配
列
原
則
の
分
析
を
侯
つ
。
 
 

4
、
「
谷
森
本
『
後
妻
和
歌
集
』
所
載
実
朝
歌
の
本
文
吟
味
か
ら
季
貞
享
 
 
 

四
年
版
本
系
統
『
金
塊
和
歌
集
』
 
の
本
文
流
伝
の
問
題
ヘ
 
ー
 
」
 
（
 
「
文
 
 
 

芸
言
語
研
究
 
文
芸
編
」
 
二
八
・
平
成
七
年
9
月
）
 
 

（
筑
波
大
字
文
芸
二
言
語
学
系
教
授
）
 
 
 

所
収
 
「
金
塊
和
歌
集
 
（
実
朝
）
 
」
。
 
 

3
、
歌
の
配
列
を
見
る
と
き
、
貞
本
等
の
グ
ル
ー
プ
の
本
文
よ
り
も
伊
本
等
 
 
 

の
グ
ル
ー
プ
の
本
文
の
方
が
、
言
葉
の
連
続
や
イ
メ
イ
ジ
の
連
想
と
い
う
 
 
 

点
で
、
円
滑
な
配
置
で
あ
る
。
例
え
ば
、
一
番
日
の
貞
本
等
の
歌
噸
は
、
 
 

つ
 
 

詔
 
 

出
緑
蕨
辺
 
 

《
貞
享
》
 
柳
し
 
轟
 
雨
 
 

青
さ
糸
白
玉
香
春
水
地
境
萌
浅
早
野
霞
 
 

と
、
伊
本
等
は
連
続
が
密
で
あ
る
。
但
し
、
こ
れ
で
も
、
 
 

と
、
連
続
が
密
で
な
い
。
特
に
四
三
と
四
四
と
の
闇
に
断
絶
が
あ
る
が
、
 
 

づ
 
 
 

柳
 
 

出
綜
巌
辺
 
 

《
伊
達
》
 
柳
し
 
露
 
雨
 
 

毒
さ
糸
白
玉
香
春
永
池
堤
萌
浅
早
野
電
 
 

四
一
 
 

四
二
 
 

四
三
 
 

四
四
 
 

四
一
 
 

四
t
一
 
 

四
三
 
 

四
四
 
 

環
㈹
㈹
○
。
。
軒
○
 
 
 

W
。
。
…
。
 0

0
0
 
 

系
統
と
し
て
い
 
 


